
私立 高知学園大学 健康科学部 高知県高知市 学校法人 遵守事項 　高知学園短期大学

　管理栄養学科 70 　高知学園 　　生活科学学科（廃止） (△80)

　臨床検査学科 60 　　医療衛生学科医療検査専攻（廃止） (△40)

　　　※令和2年4月学生募集停止

遵守事項

  令和2年4月名称変更予定

　高知学園短期大学

遵守事項 　　医療衛生学科歯科衛生専攻→歯科衛生学科

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

計 1　校 　　1学部　　2学科

（注） 「備考」欄の（　）書の数字は，今回の認可申請に伴う関係のある既設学部等の入学定員の減を示す。

・既設校の今後の定員充足の在り方について検
討し、定員未充足の改善に取り組むこと。（高
知学園短期大学　生活科学学科）

・経常収支差額比率が悪化傾向にあり、また、
教育研究比率が同系統の学校法人の平均値に比
べ低いため、経営基盤の安定確保に取り組むと
ともに、教育研究条件の充実に取り組むこと。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとと
もに、教員組織編制の将来構想について着実に
実施すること。（管理栄養学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努
めるとともに、教員組織編制の将来構想につい
て着実に実施すること。（臨床検査学科）

・学生確保の分析データを踏まえると、県内の
志願者が必ずしも十分とは言えないため、学生
確保を充実させる観点から、県内に留まらず広
報活動の充実に努めることが望ましい。

令和２年度開設予定大学等一覧

１　大学を設置するもの　１校 令和元年11月

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

・校舎の整備計画について、遅滞なく着実に実
施するとともに、既設の短期大学の教育研究に
支障がないよう適切に対応すること。

(人)

附 帯 事 項

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置
計画を確実に履行すること。また、開設時から
４年制大学にふさわしい教育研究活動を行うこ
とはもとより、その水準を一層向上させるよう
努めること。

・ディプロマ・ポリシーにおける、「食生活や
食習慣の課題の改善」を身につける前に課題を
把握し分析する能力も必要であるため、「課題
の把握・改善」とすること。（管理栄養学科）
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区分

私立 東京保健医療専門職大学 リハビリテーション学部 東京都江東区 学校法人 遵守事項

　理学療法学科 80 　敬心学園

　作業療法学科 80

遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合
が同系統の大学等を設置する学校法人に比べて低
いことから、同納付金の学生への還元に取り組む
こと。

・「音楽療法によるQOLの維持向上Ⅰ・Ⅱ」のシラ
バスの授業概要と各授業計画の対応関係につい
て、学生が理解し易いようにより明確にすること
が望ましい。（作業療法学科）

・大学を設置する学校法人としてふさわしい監事
監査の在り方について検討すること。

・「客観的臨床試験（OSCE）」の実施に当たって
は、その前提となる履修条件、実施内容、評価基
準、不合格となった場合の取扱いについて、あら
かじめシラバス等で明確にした上で履修指導を適
切に実施すること。

・臨地実務実習における「症例報告会」を実施す
るに当たっては、個人情報などの機密保持に関す
る指導を適切に行うこと。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計
画を確実に履行すること。また、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教
授研究するという大学の目的、さらに専門性が求
められる職業を担うための実践的かつ応用的な能
力を展開するという専門職大学の目的に照らし、
開設時から充実した教育研究活動を行うことはも
とより、その水準を一層向上させるよう努めるこ
と。

・教員の補充を必要とされた17授業科目について
は、科目開講時までに確実に専任教員を配置して
教員を充足すること。（理学療法学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が比較的高いことから、定
年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとと
もに、教員組織編制の将来構想について着実に実
施すること。

大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

２　専門職大学を設置するもの　４校

2 / 7 



区分
大 学 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

私立 情報経営イノベーション 情報経営イノベーション学部 東京都墨田区 学校法人 遵守事項

専門職大学 　情報経営イノベーション学科 200 　電子学園

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

・共同学習の場として、空教室を活用して自習や
ゼミ活動でのディスカッションなど授業時間外で
の学習を進めると説明があるが、よりよい学習環
境のため、引き続き学習スペースの確保に努める
ことが望ましい。

・１人の教員が１日に複数回、同じ授業が開講さ
れている現状も踏まえ、教員が講義だけでなく十
分に研究時間を確保できるよう配慮することが望

・以下の科目についての指摘に対応すること。

(1)「オペレーティングシステム」の教育内容が、
オペレーティングシステムの入門に留まっている
ため、科目名称を「オペレーティングシステム入
門」や「オペレーティングシステムリテラシー」
等に改めること。また、「オペレーティングシス
テム」の科目名称を改めることに伴い、「オペ
レーティングシステム演習」の科目名称の変更も
適切に検討すること。
(2)「マネジメント（経営学基礎）」について、授
業時間数に対して教育内容がやや過密と考えられ
るため、学生の効果的な学修の観点から、本科目
内容について、徹底した学修支援を行うこと。ま
た、基礎から応用に向かう科目について体系性に
留意した科目を設定すること。

・展開科目の「各業界における国際化の理解」に
分類されている科目について、各回において「国
際化」の内容を取り上げることがより明確になる
ように、シラバスの該当する授業計画の回に明示
することが望ましい。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計
画を確実に履行すること。また、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教
授研究するという大学の目的、さらに専門性が求
められる職業を担うための実践的かつ応用的な能
力を展開するという専門職大学の目的に照らし、
開設時から充実した教育研究活動を行うことはも
とより、その水準を一層向上させるよう努めるこ
と。
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区分
大 学 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

 情報経営イノベーション 助言事項

 専門職大学

助言事項

助言事項

・内部監査体制を整備し、実効性のある内部監査
を実施するとともに、監事や公認会計士等と連携
し、三様監査の充実に努めること。

・経常収入に対する教育研究経費の割合が同系統
の大学等を設置する学校法人に比べ低く、また、
近年この割合が低下傾向にあることから、教育研
究条件の充実向上に取り組むこと。

・学生生徒納付金に対する教育活動支出の割合が
同系統の大学等を設置する学校法人に比べて低い
ことから、同納付金の学生への還元に取り組むこ
と。

ましい。
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区分
大 学 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

私立 開志専門職大学 事業創造学部 新潟県新潟市 学校法人 遵守事項

　事業創造学科 80 　新潟総合学院

情報学部

　情報学科 80

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

・理事の構成が特定の学校法人関係者に偏ってい
ることから、その構成の見直しについて検討する
こと。

・経常収支差額が悪化傾向にあることから、教育
研究条件の充実向上に配慮しつつ、収支の均衡を
前提とした中長期的な財政計画の策定・実行など
経営基盤の安定確保に取り組むこと。

・内部監査体制を整備し、実効性のある内部監査
を実施するとともに、監事や公認会計士等と連携
し、三様監査の充実に努めること。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計
画を確実に履行すること。また、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教
授研究するという大学の目的、さらに専門性が求
められる職業を担うための実践的かつ応用的な能
力を展開するという専門職大学の目的に照らし、
開設時から充実した教育研究活動を行うことはも
とより、その水準を一層向上させるよう努めるこ
と。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が高いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとともに、
教員組織編制の将来構想について着実に実施する
こと。（事業創造学部 事業創造学科）

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を超
える専任教員数の割合が比較的高いことから、定
年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとと
もに、教員組織編制の将来構想について着実に実
施すること。（情報学部 情報学科）

・情報科学基礎の講義内容に含まれる情報理論
は、線形代数や確率論を事前に学修しておくと教
育効果が高まるため、これらの科目の開講時期に
ついて検討することが望ましい。（情報学部 情報
学科）
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区分
大 学 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

私立 岡山医療専門職大学 健康科学部 岡山県岡山市 学校法人 遵守事項

　理学療法学科 80 　本山学園

　作業療法学科 40

遵守事項

遵守事項

遵守事項

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

・大学を設置する学校法人としてふさわしい監事
監査の在り方について検討すること。

・学生生徒等納付金に対する教育活動支出の割合
が同系統の大学等を設置する学校法人に比べて低
いことから、同納付金の学生への還元に取り組む
こと。

・理事会及び評議員会が書面での持ち回りで行わ
れていたことから、集会の形式により行うこと。

・臨地実務実習における「実習実施報告会」を実
施するに当たっては、個人情報などの機密保持に
関する指導を適切に行うこと。

・医療職として外国人患者に接することを踏ま
え、英語など関連する教育の一層の充実に努める
こと。

・学生が必修で履修する「メディカル英語」、
「コミュニケーション英語」の科目の到達水準を
踏まえ、入学試験において英語の学力を確認する
仕組みを加えること。

・「客観的臨床試験（OSCE）」の実施に当たって
は、その前提となる履修条件、実施内容、評価基
準、不合格となった場合の取扱いについて、あら
かじめシラバス等で明確にした上で履修指導を適
切に実施すること。また、再試験までの日程を考
慮した上でOSCEの実施時期や臨地実務実習の開始
時期を適切に設定すること。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置計
画を確実に履行すること。また、学術の中心とし
て広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教
授研究するという大学の目的、さらに専門性が求
められる職業を担うための実践的かつ応用的な能
力を展開するという専門職大学の目的に照らし、
開設時から充実した教育研究活動を行うことはも
とより、その水準を一層向上させるよう努めるこ
と。
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区分
大 学 名 学部・学科等名

入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

附 帯 事 項

計 4　校 　　5学部　　7学科
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